
海洋安全システム科学科

海洋安全システム科学科
海洋の環境や安全に関する専門性と
総合性を身に付ける
海域の健全性維持、海域にかかる安全･安心な社会の維持、海洋の開発･活用･

保全といった海洋立国･日本の重要課題に即応するため、地球環境保全や

エネルギーの安定確保、海域災害の安全対策を考察します。

　海洋は、物流や資源など、無限の可能性を持つ一

方で、環境保全や安全面で課題を抱えています。本学

科は、今後も豊かな海洋を持続できるよう、環境・安

全にシフトした学際的な研究・教育を展開。人類共通

の諸課題を解決できる人材の育成をめざします。

地球規模の気流や海流の分析

海洋･気象観測やシミュレーションなど
により、海上における温暖化ガスの流れ
や、船舶の安全運航に最適な海洋･気象
を考えます。

GPSで波浪を把握する。電子海図応用システムによ
り海洋関連情報を収集する。船･人･環境･社会の連
関システムを国際的視野から管理運営します。

地球環境を把握し、安全航行を確保する

人工衛星から海洋環境を観測し、海事活動の生態系への影響
や赤潮発生のメカニズムを分析するほか、微生物を利用した
海水浄化システムを開発します。

赤潮等発生状況などの環境を衛星から観測
海洋環境と微生物の分析

さまざまな環境中の放射線量を測定したり、
原子力発電所から出る放射性物質を管理す
るなど、安全･安心な環境づくりに貢献します。

放射線の測定などによる
環境安全の分析

海洋の未来と可能性を
多面的な学びで広げる

学生が語る 学科の魅力

■養成する人材像

▲

総合的カリキュラムを通して、基礎的な知識や手法を横断的に応用できる人材

▲

特定の専門分野について問題解決･対案提示ができる人材

▲

体験的･実践的科目を活用して論理的･発展的･戦略的･多面的に物事を見るこ
とのできる人材

■進路イメージ

▲

機械･プラント産業技術者

▲

シンクタンク（海洋環境･エネルギー･安全に関する研究機関）

▲

海事･海洋･港湾関連行政職

▲

大学院進学 など

海事科学研究科 
博士課程
前期課程１年生

吉岡 良兼

海事科学部
3年生
清水万莉子

海事科学部
3年生
高木 康詞

海事科学部
4年生
後藤 鮎夏

海事科学部
4年生
田渕 将司

海事科学研究科 
博士課程
前期課程１年生

竹内 海智

所属学科を
選んだ理由は？

研究の楽しさは
どこにある？

現在、研究して
いるテーマは？

将来の夢は？

所属学科の
魅力は？

●幅広い分野で授業が開講されていることに魅力
を感じました。そのため、多様な視点を身に付けた
いと思っていた自分には合っていると思いました。

（3年生 高木）

現在、研究して
いるテーマは？

●船舶の操縦性や運航の安全性について、実
験を用いた研究。（4年生 後藤）

●ウェザールーティング。航海における航路、
速度を最も適した状態に保つための様々な
研究。（博士課程 前期課程1年生 竹内）

●海洋の気象や安全について
詳しく学ぶことができる点。
理系の幅広い分野について
学べる点。（4年生 後藤）

選んだ理由は？
●もともと数学が得意だったのですが、得意分野を

活かすことのできる船体運動や流体力学に関係
する授業が多くあったからです。

　（博士課程 前期課程1年生 竹内）

魅力は？ 理系の幅広い分野について
学べる点。（4年生 後藤）

●海洋のことだけではなく、環境問題やエネルギー
問題について世界に目を向けて深く勉強できるこ
とです。（4年生 田渕）

●多くの分野を学ぶことができることが特徴だと思います。所属する先
生方の分野も多岐にわたるので、様々な考え方と視点を吸収すること
ができます。（3年生 高木）

●実際に船に乗ることはありませんが、その分陸上から見た船舶の安全
について学ぶことのできる点です。（博士課程 前期課程1年生 竹内）

研究室を選んだときの
ポイントは？

いるテーマは？いるテーマは？

●核融合プラズマ診断のための高エネ
ルギーガンマ線カメラの研究開発。

　（博士課程 前期課程1年生 吉岡）

研究室を選んだときの ●自分が興味のある研究室をまわって決めました。
（3年生 清水）

●シミュレーションや計算だけでなく実験ができる
研究室だと聞き、興味を持った。（4年生 後藤）

濾過膜による浄化

ナノテクノロジーを駆使した分離膜
の開発は、環境汚染物質の除去など
への応用が期待されています。

津波のシミュレーションを行うなど、
港湾･船舶の被害を最小化するリスク
マネジメントにより、安全･安心な社
会づくりに寄与します。

※年次および取材内容は2018年1月時点のものです。
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風力発電・海洋発電

クリーンでエネルギー自給が可能な洋
上風力発電を推進することで、環境･エ
ネルギー問題の解決をめざします。

●他学科に比べて、所属する研究室の幅が
広く、様々なことを学べると思い選びまし
た。（3年生 清水）

●プラントエンジニアとして日本のエ
ネルギー業界を支えていきたいと
考えています。

　（博士課程 前期課程1年生 吉岡）

●自分の研究することを活かせる職業につけた
らいいなと思っています。（3年生 清水） ●プラントエンジニアとして日本のエ

ネルギー業界を支えていきたいと
考えています。

　（博士課程 前期課程1年生 吉岡）

らいいなと思っています。（3年生 清水）

●大学、大学院で学んだことを活かして、気
象関係の仕事に携わりたいと思ってます。

（4年生 田渕）

●興味を持ったことに集中できるところ。（3年生 高木）
●今はまだ自分ひとりでは出来ないことばかりですが、少しでも

解析が進んだときに楽しさを感じます。（4年生 田渕）
●自分の興味のあることをとことん突き詰めて

いることが、なにより本当に楽しく感じます。
　（博士課程 前期課程1年生 吉岡）

研究室を選んだときの
ポイントは？

●地球環境や大気環境、また気象系に興
味があったので迷わず決めました。

　（4年生 田渕）

研究室を選んだときの研究室を選んだときの地球環境や大気環境、また気象系に興
味があったので迷わず決めました。

●統計学は世の中の様々なところで用いられており、
これから必要になるであろう新たな手法を作り出
すというところに魅力を感じました。（3年生 高木）

津波から港湾や建物を守る
施設づくり


